
（参考様式６） 
農山漁村活性化プロジェクト支援交付金 
事業活用活性化計画目標評価報告書 

 
平成 29 年 6 月 21 日作成  

 

活性化計画名 

 

びわこ揚水地区活性化計画 

 

計画主体名 

 

計画主体コード 

 

計画番号 

 

計画期間 

 

実施期間 

滋賀県 

滋賀県近江八幡市 

２５０００７ 

２５２０４２ 

   １ 

 

H26 ～H28 

 

H26 

 

 

活性化計画の区域 

 

滋賀県近江八幡市 ３２９０．８ha 

 

 

 

１ 事業活用活性化計画目標の達成状況 

 

 
事業活用活性化計画目標 

 

 

 
目標値Ａ 

 

 

 
実績値Ｂ 

 

 

達成率（％） 
 

Ｂ／Ａ 

 

 
備  考 

 

自然環境の保全・再生に 

向けた取り組みの増加 

  4   16 

 

400 

 

 

 

 

 

    

 

（コメント） 

活性化区域内にある小学校（老蘇小学校）の環境学習の場として利用。 農業団体

等の研修を通じて環境保全意識の向上を図る。 H27 年度８回、H28 年度８回、合計

１６回 

 

 

（記入例）交流人口の増加の場合 
 目標値Ａ＝（目標値／現状値）×100-100、実績値Ｂ＝（実績値／現状値）×100-100 
 



 
２ 目標の達成のために実施した各事業の内容と効果 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業メニュー名 

 

事業内容及び事業量 

 

事業実施主体 
自然・資源活用
施設 

 

「太陽光発電施設」整備県営かんがい排水事業に

より整備した揚水機場施設用地に設置 

滋賀県 

管理主体 事業着工年度 事業竣工年度 供用開始日 

びわこ揚水 

土地改良区 

平成２６年 平成２７年 平成２７年６月１６日 

 

事業の効果 

太陽光発電施設の整備を契機に地域の小学生の環境学習の場の提供や農業団体等

の研修を通じ環境保全の意識向上が図られた。また、環境保全活動を通じ地域間や都

市と農村の交流を積極的に展開でき、地域の活性化が推進できた。 

 

 

 
３ 総合評価 

（コメント） 

 太陽光発電施設の導入に伴う Co2 排出量削減により、自然環境保全が図れたと供に、

当該施設での小学校等の環境学習の実施などを通じて環境保全に向けた取り組みが

出来た。 

 

 
４ 第三者の意見 

（コメント） 
・土地改良施設を利用した太陽光発電により維持管理費の負担軽減対策が図られ
て、優良農地の確保が可能となった。 
・環境保全学習等の実施による環境保全への意識向上や都市住民との交流が地域の
活性化に寄与している。 
 

島土地改良区理事長  関目 廣吉 

 

【記入要領】 
（１）計画主体コード、計画番号は年度別事業実施計画に記入した番号とすること。 
（２）「１ 事業活用活性化計画目標の達成状況」のコメントには、目標が未達成となった場

合は、その理由を記入すること。また、達成状況が低調である場合は、実施要領別紙５第
８の２の（１）及び（２）に基づき改善計画を作成し、農林水産大臣に提出すること。 

（３）「２ 目標の達成のために実施した各事業の内容と効果」は事業メニュー毎に作成する
こと。また、「事業の効果」には事業の実施により発現した効果（農山漁村の活性化に関
連する効果）を幅広に記入すること。 

（４）第三者とは「当事者以外の者」「その事柄に直接関係していない人」であり、計画主体、
事業実施主体、管理主体のいづれの組織にも属さない者で事業地区を熟知している者。 

公務員は対象外とし、事業評価委員会等の組織を有する場合は積極的に活用すること。 
※ 達成率等算出根拠（参考様式６添付資料）を必ず添付すること。 


